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仙南地域振興方針（令和７年度～令和９年度）  

 

 
本県では、平成１９年３月に「宮城の将来ビジョン」（以下「将来ビジョン」という。）

を策定し、様々な施策展開を図ってきました。そうした中、平成２３年３月１１日に発生し

た東日本大震災により甚大な被害を受けたことから、令和２年度までの１０年間の復興の道

筋を示す「宮城県震災復興計画」（以下「震災復興計画」という。）を策定し、その実現に

向けて各種施策に取り組んできました｡ 

 令和２年１２月に、県では「将来ビジョン」、「震災復興計画」、「宮城県地方創生総合

戦略」に掲げる理念を継承し、令和３年度からの１０年間における県政運営の基本的な指針

として一つの計画に統合した「新・宮城の将来ビジョン」（以下「新ビジョン」という。）

を策定しました。また、新ビジョンに掲げた将来像を実現するため、中長期的な実施計画

「新・宮城の将来ビジョン実施計画」を策定し、具体的な取組や数値目標を示しながら着実

な推進を図ることとしています。  

この仙南地域振興方針（「当方針」という。）は、これらを踏まえて、令和７年度から令

和９年度までの３年間（「当方針の計画期間」という。）に、仙南地域において「新ビジョ

ン」で掲げる「富県宮城を支える県内産業の持続的な成長促進」、「誰もが安心していきい

きと暮らせる地域社会づくり」、「強靱で自然と調和した県土づくり」の実現に向け、大河

原地方振興事務所が重点的に取り組む施策の方向性を示すものです。  

 

 

１ 地域の概要  

 （１）地勢  

 仙南地域は、県南部に位置し、西部は山形県境に、南部は福島県境に、北部と東部

は仙台都市圏に接しており、西部の蔵王連峰から東向きになだらかな丘陵地帯が広が

っています。東部及び南部は阿武隈山地に囲まれ、丘陵部を縫って流れる白石川や阿

武隈川の流域に盆地が形成されており、変化に富んだ地形となっています。  

 

 （２）交通網  

 仙南地域では、東北新幹線、東北本線、阿武隈急行線の鉄道網や東北自動車道、山

形自動車道、国道４号、国道１１３号等の道路網など、県内でも早くから交通基盤の

整備が進みました。加えて近隣には常磐自動車道のインターチェンジもあり、仙台空

港や仙台港などの物流・輸送拠点へのアクセスも良好な、利便性の高い地域となって

います。  

 

 （３）人口  

 仙南地域の人口は、平成１２年国勢調査で減少が確認されて以降、２０年以上にわ

たって減少し続けており、令和６年宮城県推計人口では、令和２年国勢調査と比較す

ると、大河原町を除くすべての市町で県平均を上回る人口減少率となっています。ま

た、高齢化率についても、仙南地域は大河原町を除くすべての市町で県平均を上回っ

ており、とりわけ過疎地域に指定されている市町のうち七ヶ宿町と丸森町の高齢化率

は、県内でも極めて高くなっています。  
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 （４）産業  

 仙南地域の産業は蔵王連峰や阿武隈川流域の自然や温泉などを活かした観光関連の

商業・サービス業が盛んで、農林畜産業でも稲作や大豆・麦を生産する水田農業に加

えて、野菜や果樹・花き等の園芸作物、酪農・肉用牛・養豚等の畜産、たけのこやき

のこ等の特用林産物など、多様な生産活動が営まれています。また、首都圏にも近い

ことから、東北自動車道等のインターチェンジ周辺に製造業を中心とした企業集積が

進み、地域の雇用を創出しています。  

 

 

２ 地域の現状と課題  

 （１）人口減少局面における産業の担い手の確保と地域活力の維持  

 仙南地域の産業は、稲作に偏らない多彩な農林畜産業や製造業の集積、豊かな自

然環境を活かした観光関連産業といった特徴がありますが、人口減少率と高齢化率

が高く、産業の担い手の減少に伴う地域の活力低下が懸念されるため、地域産業を

支える多様な人材及び経営体の育成・確保が大きな課題となっています。また、人

口減少による地域経済の縮小が見込まれる中、移住・定住の促進や若者の流出防止

などの対策が急務であるとともに、様々な地域課題に対応していくため、市町や関

係団体とのパートナーシップの強化が必要不可欠となっています。  

 このことから、当方針の計画期間には、次の課題について重点的に取り組む必要が

あります。  

 

 

 

 

 

 （２）地域の特色を活かした観光振興と企業の経営力強化  

 仙南地域には、「みやぎ蔵王」を代表とする豊かな自然環境や、温泉、スキー場、

歴史的景観などの多様な観光資源が点在していますが、各市町の持つ強みを有機的に

組み合わせて周遊を促進していくためには、二次交通の充実や広域的な連携強化に加

え、それぞれの資源が持つ魅力を引き出し高めるとともに、更なる観光振興に向けて、

圏域内宿泊や観光消費額の拡大、インバウンドの誘客強化が求められています。また、

仙南地域の生産額や従業者数は、製造業が最も大きな割合を占めています。地域経済

と雇用の維持には、ものづくり企業をはじめとする各企業において、デジタルトラン

スフォーメーション（ＤＸ）の活用等による生産性の向上や経営の高度化・拡大化が

求められています。農林畜産業においては、多様なニーズに対応する付加価値の高い

商品の開発やブランド化、新たな販路開拓などについて、生産から販売までの一体的

・戦略的な展開が必要となっています。  

 このことから、当方針の計画期間には、次の課題について重点的に取り組む必要が

あります。  

 

 

 

 

 

 

 

①  産業の担い手の確保と育成  

②  多様な主体との連携による地域活性化と人口減少対策  

①  観光資源の磨き上げと広域連携による観光振興の推進  

②  企業の経営の効率化、安定化に向けた支援  

③  農林畜産物の高付加価値化と販路開拓・取引拡大の支援  
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（３）先端技術の活用や環境に配慮した農林畜産業に向けた支援  

 仙南地域における多彩な農林畜産物の生産性の維持・向上を図るためには、産業用

ロボットやＡＩ、ＩｏＴなど先進的技術の導入による超省力・低コスト化を進めるこ

とが求められています。また、地域の土地利用の８割が森林と農地で占められている

仙南地域では、農山村地域の持つ多面的機能が管内の生産活動などに大きな役割を果

たしているため、引き続き、その維持保全に重点的に取り組む必要があります。併せ

て、近年増加している野生鳥獣による農林産物への被害や森林病害虫被害など、農山

村の多面的機能の発揮を脅かし、集落機能の低下や各産業への影響が懸念される地域

課題への対応が急務となっています。  

 このことから、当方針の計画期間には、次の課題について重点的に取り組む必要が

あります。  

 

 

 

 

 

 

（４）安全・安心な住民生活の確保  

 近年の頻発化・激甚化する自然災害が発生した場合には、地域の生活や産業に大き

なダメージを与えることから、防災・減災へ向けた取組や発生時の危機管理対応の一

層の強化が求められています。また、近年、全国的に特定家畜伝染病が頻発しており、

県内畜産物の主産地を形成している仙南地域では、家畜伝染病に対する備えが極めて

重要です。さらに、東京電力福島第一原子力発電所事故の被害への対応については、

放射性物質検査の徹底による安全・安心な農林畜産物の供給体制の整備とともに、吸

収抑制対策や正確な情報提供による風評の払拭に努めてきたものの、特用林産物の一

部と野生鳥獣肉で未だ出荷制限が継続しており、引き続き、出荷制限解除に向けた取

組を進める必要があります。  

 このことから、当方針の計画期間には、次の課題について重点的に取り組む必要が

あります。  

 

 

 

 

 

 

①  農林畜産物の生産性の向上  

②  農林畜産業の生産基盤の整備  

③  農山村の多面的機能の維持と保全  

④  環境負荷の少ない地域社会づくり  

①  防災及び防疫体制の整備  

②  東京電力福島第一原発事故被害への対応  
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３ 基本方針及び重点施策の推進方策  

 上記の課題を解決するため、当所では、令和７年度から令和９年度までの３年間、

以下の４項目の基本方針に基づき、１１項目の重点施策を掲げ、戦略的に進めるため

の推進方策を展開し、地域経済の持続的な成長の実現に向けて、市町、民間など様々

な主体と手を携えながら、組織一丸となった産業振興・地域振興の取組を強化してい

きます。  

 また、新ビジョンでは、ＳＤＧｓの特徴や、ゴール、ターゲットの内容を新ビジョ

ンの理念や施策に反映し、取組を進めていくことになっており、当方針でも、基本方

針ごとに関連するＳＤＧｓの１７ゴールのロゴを記載します。  

 

 

基本方針１ 人口減少局面に対応した人づくりと地域振興 
 
 
 

 

 

 

 

  

重点施策１－（１） 

仙南の産業発展を担う多様な人材の確保・育成 
農林商工業等の産業発展に寄与する

各種組織や多様な人材の確保・育成を

進め、産業環境の充実を促進しなが

ら、次代を担う人材の育成を支援しま

す。 

推進方策① 

 ものづくり産業の発展を担う人材育成・確保 

推進方策② 

ほ場整備を契機とした農地集積・集約化による

担い手の確保・育成 

推進方策③ 

 競争力のあるアグリビジネス経営体の育成支援 

推進方策④ 

 地域農業を支える経営意欲の高い担い手の確保

・育成に向けた支援 

推進方策⑤ 

 地域林業を支える担い手の確保・育成 

 

重点施策１－（２） 

市町等とのパートナーシップ構築と地域課題への対応 

人口減少をはじめとする地域課題の

解決に向けて、市町と連携して取り組

むとともに、各種団体、ＮＰＯ等との

連携・協働体制の確保と活動支援に取

り組みます。 

推進方策① 

 市町等と連携した人口減少対策と地域づくり 

推進方策② 

 地域振興に向けた市町等の取組に対する支援 

推進方策③ 

 地域課題解決に向けた総合的な調整 

推進方策④ 

 企業や地域・ＮＰＯと連携した森林保全活動等

への支援 

推進方策⑤ 

 地域農業や農地の適正化に係る農業関連組織等

への支援 
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基本方針２ 豊かな資源を活かした観光振興と地域商工業の 
活性化 

 
 
 

 

 

 

 

 

重点施策２－（１） 

仙南が誇る多様な地域資源を活用した観光・交流の推進 
広域的な観光振興と、都市と農山村

の交流を促進し、交流人口・関係人口

の拡大を支援します。 

推進方策① 

 仙南地域が一体となった観光推進施策の展開 

推進方策② 

 グリーン・ツーリズム等による都市と農山村と

の交流促進 

 

重点施策２－（２） 

仙南の持続的な経済成長を支える企業活動や地域商工業等の活性化 

ものづくり産業の競争力強化や各種

商工団体等の活動を促進し、地域の商

工業等の活性化を支援します。 

推進方策① 

 企業との信頼関係の構築に向けた企業訪問等の

展開 

推進方策② 

 ものづくり企業への支援や各種商工団体との連

携を通じた地域商工業等の活性化 

 

重点施策２－（３） 

仙南の大地の恵みを活かした食関連ビジネスの振興や地場産品の販

売拡大  

みやぎ蔵王ブランドのイメージ向上

や６次産業化、地産地消を推進し、各

種事業者と実需者とのマッチングを通

して地場産品の販路拡大を図ります。 

推進方策① 

 「食」のブランド化による付加価値の向上 

推進方策② 

 農林業と加工流通業・観光関連産業とのビジネ

スマッチング及び県内外への販路拡大に向けた支

援 

推進方策③ 

 地産地消の推進による需要創出 
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基本方針３ 地域の礎である農林畜産業の持続的な発展 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

重点施策３－（１） 

多様なニーズに応じた仙南地域の多彩な農林畜産物の生産 
実需者や消費者の多様なニーズに応

えるため、生産技術の向上と、安全・

安心な農林畜産物の生産を支援しま

す。 

推進方策① 

 先進的技術に取り組む経営体の育成・支援 

推進方策② 

 肉用牛改良の推進と地域の底力となる畜産生産

基盤の強化 

推進方策③ 

 県産材の流通・需要拡大に向けた木造建築や 

住宅への支援及び普及ＰＲ 

推進方策④ 

 安全で安心できる農畜産物の生産に取り組む 

経営体の支援 

 

重点施策３－（２） 

農林業の維持・発展に向けた基盤強化 
農林業の生産基盤整備と運営強化を

進めます。 

推進方策① 

 農地・農業用施設等の生産基盤の整備 

推進方策② 

 農業水利施設等のストックマネジメントの推進 

推進方策③ 

 土地改良区の運営基盤強化に向けた支援 

推進方策④ 

 地域農業の農業構造改革に向けた取組に対する

支援 

推進方策⑤ 

 林道等路網整備への支援 
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重点施策３－（３） 

農山村の多面的機能の維持と保全 

農山村の多面的機能の発揮に向けた

取組と、鳥獣被害対策に取り組み、地

域の維持と活性化を支援します。 

推進方策① 

 農業・農村地域の多面的機能の維持・発揮に向

けた取組への支援 

推進方策② 

 中山間地域等の農山村活性化に向けた支援 

推進方策③ 

 森林資源の循環利用を通じた森林整備への支援 

推進方策④ 

 森林整備を担う森林組合等の機能強化の促進 

推進方策⑤ 

 農林業及び農山村地域に関する情報発信 

推進方策⑥ 

 鳥獣被害対策に対する支援と鳥獣の保護管理 

推進方策⑦ 

 森林の多面的機能の維持・保全 

 

重点施策３－（４） 

環境負荷の少ない地域産業システムの確立  

環境と調和した農産物生産や耕畜連

携、森林整備を進めます。 

推進方策① 

 環境と調和した農業生産支援 

推進方策② 

 二酸化炭素吸収促進等に貢献する森林の整備と

利用・造成 

推進方策③ 

 森林病害虫等被害への対応による健全で活力の

ある森林づくり 

推進方策④ 

 農林業に親しむ体験学習等の推進・環境教育の

推進 
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基本方針４ 安全・安心に暮らせる強くしなやかな地域づくり 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

重点施策４－（１） 
大規模化・多様化する災害への対応 

災害や家畜伝染病の発生予防に取り
組むとともに、災害時の危機管理体制
を整備・強化します。 

推進方策① 

 災害等の予防及び産業保安の確保 

推進方策② 

 災害時における危機管理体制の整備 

推進方策③ 

 家畜伝染病発生時における防疫体制の整備 

推進方策④ 

 住民の安全を確保する治山施設の整備 

推進方策⑤ 

 各種相談業務の実施 

 

重点施策４－（２） 

原発事故被害への対応 
原発事故に起因する風評被害等を解

消するために、安全・安心な農林畜産

物を提供するとともに、特用林産物や

野生鳥獣の出荷制限解除に向けた支援

を行います。 

推進方策① 

原発事故に対応した生産物の安全・安心の確保 

推進方策② 

特用林産物や野生鳥獣肉の出荷制限解除に向け

た対応（風評被害対応含む） 
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４ 地域の将来像  

  当所が中長期（おおむね５～１０年後）に実現を目指す仙南地域の産業の望ましい将来

像は、次のとおりです。  

 

（１）各産業において、ＤＸなどのテクノロジーを取り入れることで、人口減少、少子高齢

化が進む中においても、社会経済環境の変化にも対応し、競争力が強化されているとと

もに、地域の産業を担う多様な人材が集まり、育成されています。また、住民や多様な

主体が地域社会に関わることで、魅力と活力ある地域が形成されています。  

 

（２）市町や観光関係団体等が連携し、仙南地域の自然や温泉等の地域資源を活用した、魅

力的かつ広域的な観光地域に発展し、関係人口が増加しています。商工業においては、

地域経済を牽引する企業が持続的に成長し、活性化することで新たな企業の立地が進み、

地域課題に対応する新たなビジネスが生まれています。  

 

（３）農林畜産業において、生産技術や経営能力が高く、意欲を持った経営体が増加し、様

々なニーズに応える多彩な農林畜産物の生産が拡大されているとともに、農林業の基盤

整備が進み、環境に配慮した産業活動が普及されています。また、野生鳥獣や森林病害

虫被害対策が進み、農山村の多面的機能が維持されています。  

 

（４）大規模化・多様化する災害や家畜伝染病の発生に備えた危機管理体制が整備・強化さ

れ、住民生活の安全・安心が確保されています。また、原発事故による特用林産物等の

出荷制限が解除され、全ての農林畜産物の生産・販売が再開されているとともに、放射

性物質検査を通じて、安全・安心な食への信頼が確保されています。  

 
 

平成１６年 ６月３０日策定  

平成１７年 ４月 １日一部改正  

平成１８年  ３月２７日一部改正  

平成１９年 ４月１６日全部改正  

平成２０年 ４月２５日一部改正  

平成２１年 ４月２７日一部改正  

平成２２年 ４月２０日全部改正  

平成２３年 ６月 ２日一部改正  

平成２３年１２月２６日一部改正   

平成２４年 ４月２６日一部改正  

平成２５年 ４月  １日一部改正  

平成２６年 ４月 １日全部改正  

平成３０年 ４月 １日全部改正  

平成３１年 ４月 １日一部改正  

令和 ２年 ４月 １日一部改正  

令和 ３年 ４月 １日全部改正  

令和 ４年 ４月 １日一部改正  

令和 ４年１１月２８日一部改正  

令和 ５年 ４月 １日一部改正  

令和 ６年 ４月 １日一部改正  

令和 ７年 ４月 １日全部改正  
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                              令和７年４月１日 改正 

＜別紙＞重点施策の推進方策 ４４項目                                                                                                                                                   

【基本方針１】 人口減少局面に対応した人づくりと地域振興 

 

■ 重点施策１－（１） 仙南の産業発展を担う多様な人材の確保・育成                          

推進方策〔５項目〕  

① ものづくり産業の発展を担う人材育成・確保 

○仙南地域ものづくり企業説明会【地振】 

○仙南地域産業人材育成プラットフォーム会議【地振】 

○せんなん工場探検隊【地振】 

②  ほ場整備を契機とした農地集積・集約化による担い手の確保・育成 

  ○農地中間管理事業による担い手への農地集積推進【農振】 

○農業経営高度化支援事業（農地整備事業導入地区）【農業農村整備】 

○ほ場整備調査計画地区での中心経営体への農地集積・集約化を支援【農業農村整備】 

○ほ場整備実施地区への農地集積指導チームによる農地集積推進の支援【農業農村整備】 

③  競争力のあるアグリビジネス経営体の育成支援 

○強い農業づくり総合支援交付金【農振】 

○産地生産基盤パワーアップ事業【農振】 

○農地利用効率化等支援交付金【農振】 

○農業制度資金関係事業【農振】 

○農業経営者総合サポート事業（農業経営・就農支援センターとの連携による経営体育成支援） 

【農振】 

○大規模園芸経営体育成事業【農振】 

④  地域農業を支える経営意欲の高い担い手の確保・育成に向けた支援 

  ○普及指導計画プロジェクト課題【農振】 

   「経営継承後の農業法人におけるねぎ、うめの規模拡大と生産性向上」 

○農業・農村男女共同参画支援事業【農振】 

○新規就農者育成対策事業【農振】 

○青年農業者育成確保推進事業【農振】 

○農業次世代人材投資事業【農振】 

○農業士活動事業【農振】 

○みやぎ農業未来塾開催事業【農振】 

○担い手育成・確保対策事業【農振】 

○オーダーメイド型多様な農業人材支援事業【農振】 

○和牛繁殖、酪農担い手技術支援【家保（畜振）】  

○畜産経営体に対する規模拡大・経営支援【家保（畜振）】 

⑤ 地域林業を支える担い手の確保・育成 

  ○森林経営管理市町村支援事業（森林施業プランナー養成研修）【林振】 

○森林組合、生産森林組合への常例検査、許認可指導【林振】 

○みやぎの里山ビジネス推進事業（新規就業等機械整備支援）【林振】 

○林業における労働力確保改善計画策定支援（林業労働力確保促進法）【林振】 

○みやぎ森林・林業未来創造機構におけるカレッジでの研修受講支援【林振】 

○林業教室の受講支援【林振】 

○多様な担い手育成事業【林振】 

・仙南フォレストクラブのインターンシップ事業などの支援 

・大河原産業高校環境科学科の学生に対する林業体験学習 

 



 

11 

 

■ 重点施策１－（２）市町等とのパートナーシップ構築と地域課題への対応 

推進方策〔５項目〕  

①  市町等と連携した人口減少対策と地域づくり 

○仙南圏域移住・二地域居住推進事業【地振】 

  ○高校生地元定着支援事業【地振】 

  ○地域づくり団体や地域おこし協力隊の活動支援【地振】 

②  地域振興に向けた市町等の取組に対する支援 

○市町村振興総合補助金の総合調整【地振】 

③  地域課題解決に向けた総合的な調整      

    ○県の地方機関相互の連絡調整（大河原地方行政連絡調整会議）【地振】 

○県と市町の施策の総合的な調整（仙南地域政策調整会議）【地振】 

○地域活性化や振興に関する情報発信（SENNAN THE KING、県政だより、X、Instagram、ブログ等）

【地振】 

④ 企業や地域・ＮＰＯと連携した森林保全活動等への支援 

    ○里山林活性化による多面的機能発揮対策事業（みんなの森林づくりプロジェクト推進事業）【林振】 

○各種団体等と連携した森林整備活動支援【林振】 

⑤  地域農業や農地の適正化に係る農業関連組織等への支援 

○団体（JA・共済組合・農事組合法人等）の検査指導【農振】  

○耕作放棄地再生利用の推進【農振】 

○農業振興地域整備計画の変更協議・調整（農振法）【農振】 

○農地転用の許可指導【農振】 

○普及指導計画プロジェクト課題【農振】 

 「地域農業の維持・発展に向けた地域内の合意形成による計画作成と実践」 

 「集落営農法人による農地整備を契機とした省力化技術の導入・定着」 
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【基本方針２】豊かな資源を活かした観光振興と地域商工業の活性化 

 

■ 重点施策２－（１）仙南が誇る多様な地域資源を活用した観光・交流の推進 

推進方策〔２項目〕  

① 仙南地域が一体となった観光推進施策の展開 

○第６期みやぎ観光戦略プランに基づく仙南圏域の施策の推進【地振】 

  ・市町との情報共有及び仙南圏域の観光施策の進行管理 

  ・みやぎ仙南地域の知名度向上と地域の一体感を醸成するため、「みやぎ仙南応援大使」によるＰＲ活動の強化 

  ・桜と雪の壁、宮城オルレ村田コースなどそれぞれの資源が持つ魅力を磨き上げ、有機的に組み合わ

せた、広域的な連携によるインバウンド誘客施策の推進 

○みやぎ蔵王ブランド推進事業【地振】 

  ・みやぎ蔵王三十六景ブランド創造会議開催事業、みやぎ蔵王温泉郷振興事業、広域観光・物産情報

の発信強化事業及びみやぎ蔵王三十六景の活用 

 ○３県（宮城・山形・福島）連携事業【地振】 

  ・スイーツや観光スポット、アクティビティ施設等をテーマとした３県（宮城仙南・山形置賜・福島

県北）周遊企画の実施 

 ○仙南地域観光人材育成事業【地振】 

②  グリーン・ツーリズム等による都市と農山村との交流促進 

○むらまち交流拡大推進事業【農振】 

○シン・令和のむらづくり推進事業【農業農村整備】 

 

■ 重点施策２－（２） 仙南の持続的な経済成長を支える企業活動や地域商工業等の活性化 

推進方策〔２項目〕  

①  企業との信頼関係の構築に向けた企業訪問等の展開 

  ○企業訪問と支援施策の情報発信【地振】 

② ものづくり企業への支援や各種商工団体との連携を通じた地域商工業等の活性化 

  ○ものづくり推進セミナー・展示交流会【地振】 

  ○先進企業視察【地振】 

○各種企業組織団体（ＮＰＯ法人仙南広域工業会等）との連携、活動支援【地振】 

○商工会・商工会議所等との連携による地域商工業等の活性化支援【地振】 

 

■ 重点施策２－（３）仙南の大地の恵みを活かした食関連ビジネスの振興や地場産品の販売拡大 

推進方策〔３項目〕  

① 「食」のブランド化による付加価値の向上 

○「みやぎ蔵王ブランド」の推進による地場産品の販売拡大【地振】 

② 農林業と加工流通業・観光関連産業とのビジネスマッチング及び県内外への販路拡大に向けた支援 

○県内外への販路拡大に向けた支援【地振】 

   ・商談会や販売会などの各種支援事業の情報提供 

   ・食品製造事業者と販売事業者のマッチング支援 

○農山漁村発イノベーションサポート事業【農振】 

○農山漁村発イノベーション推進支援事業【農振】 

○フードバリューチェーン構築基盤整備事業【農振】 

○県産ブランド品確立支援事業【農振】 

③  地産地消の推進による需要創出 

   ○食材王国みやぎ地産地消推進店への支援【地振】 

○地産地消、食育に関する情報発信【地振】 

○地域資源活用促進支援事業【農振】 

○地域資源活用推進整備事業【農振】 
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【基本方針３】地域の礎である農林畜産業の持続的な発展 

 

■ 重点施策３－（１）多様なニーズに応じた仙南地域の多彩な農林畜産物の生産 

推進方策〔４項目〕  

①  先進的技術に取り組む経営体の育成・支援 

    ○スマート農業技術普及拡大事業【農振】（ＤＸ） 

○大規模園芸経営体育成事業（再掲）【農振】 

○農地利用効率化等支援交付金（再掲）【農振】 

○農業制度資金関係事業（再掲）【農振】 

② 肉用牛改良の推進と地域の底力となる畜産生産基盤の強化 

○優良雌牛保留促進支援（産子検査、共進会等）【家保（畜振）】 

○畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業（牛舎・機械整備・優良雌牛導入）【家保（畜振）】 

○畜産ＩＣＴ事業（省力化機械導入）【家保（畜振）】（ＤＸ） 

○草地畜産基盤整備事業（畜産公共）【家保（畜振）】 

○肉用牛集団育種推進事業（肉用牛改良）【家保（畜振）】 

③ 県産材の流通・需要拡大に向けた木造建築や住宅への支援及び普及ＰＲ 

○森林・林業・木材産業グリーン成長総合対策事業（木造公共建築物の整備）【林振】 

○県産材利用サステナブル住宅普及促進事業（県産材利用新築住宅やリフォームへの支援）【林振】 

○広葉樹流通システム事業【林振】 

○宮城南部流域森林・林業活性化センター仙南支部の活動支援【林振】 

○県産材の安定供給に向けた関係機関における相互調整（仙南地域素材生産・流通連絡会議）【林振】 

○県産材の需要、普及促進の支援【林振】 

・みやぎ児童・生徒「木工工作」コンクール 

・みやぎの木づかい表彰 

④ 安全で安心できる農畜産物の生産に取り組む経営体の支援 

○普及指導計画プロジェクト課題【農振】 

 「仙南たまねぎの環境に配慮した栽培方法による生産拡大」 

○ＧＡＰ（農業生産工程管理）認証取得推進事業【農振】 

○農薬適正使用の推進【農振】 

○みやぎの主要農作物種子等生産体制整備事業（採種ほ指定、生産物審査）【農振】 

○畜産ＧＡＰ（農業生産工程管理）と農場ＨＡＣＣＰ（危害要因分析必須管理点）の推進【家保（畜振）】 

    ○家畜伝染病予防事業に基づく検査・指導【家保（畜振）】 

○監視伝染病の発生予防・まん延防止・発生予察【家保（畜振）】 

○動物用医薬品の適正使用等の指導【家保（畜振）】 

○飼養衛生管理基準指導【家保（畜振）】 
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■ 重点施策３－（２）農林業の維持・発展に向けた基盤強化 

推進方策〔５項目〕  

① 農地・農業用施設等の生産基盤の整備    

○農地整備事業（農業競争力強化）【農業農村整備】 

・「角田市（尾袋川東地区, 高田萱場地区）」、「柴田町（中名生・下名生地区、富上地区、入間田

地区、船迫地区、成田地区）」、「川崎町（古関地区、小沢地区）」、「大河原町（金ケ瀬西地

区）」、「村田町（関場・沼田地区）」、「丸森町（竹谷地区）」 

○農地整備事業（農地中間管理機構関連）【農業農村整備】 

・「七ヶ宿町（七ヶ宿東部地区、七ヶ宿西部地区）」、「柴田町（葉坂地区）」 

○農村整備事業（農道・集落道整備事業）【農業農村整備】 

・「丸森町（柳田峠２期地区）」 

② 農業水利施設等のストックマネジメントの推進  

    ○水利施設整備事業（基幹水利施設保全型）【農業農村整備】 

・「柴田町（柴田地区）」 

○農業水利施設の有効活用支援（農業水利施設ストックマネジメント地方推進会議）【農業農村整備】 

③ 土地改良区の運営基盤強化に向けた支援   

  ○土地改良区組織運営基盤強化推進基本方針に基づく情報提供【農業農村整備】 

○土地改良法第１３２条検査【農業農村整備】 

○土地改良事業法手続きに関する助言、指導【農業農村整備】 

④  地域農業の農業構造改革に向けた取組に対する支援 

    ○農地中間管理事業による担い手への農地集積推進（再掲）【農振】 

○産地生産基盤パワーアップ事業（再掲）【農振】 

○産地発展促進事業【農振】 

⑤  林道等路網整備への支援 

○森林・林業・木材産業グリーン成長総合対策事業（林業専用道及び森林作業道の開設・補修） 

【林振】 

○小規模林道事業【林振】 
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■ 重点施策３－（３） 農山村の多面的機能の維持と保全 

推進方策〔７項目〕  

① 農業・農村地域の多面的機能の維持・発揮に向けた取組への支援 

○環境保全型農業直接支払交付金【農振】 

○多面的機能支払交付金【農業農村整備】 

②  中山間地域等の農山村活性化に向けた支援    

   ○中山間地農業ルネッサンス推進事業【農振】 

○農村型地域運営組織（農村RMO）形成推進事業【農振】 

○中山間地域等直接支払交付金【農業農村整備】 

○シン・令和のむらづくり推進事業（再掲）【農業農村整備】 

○中山間地域等農村活性化事業（ふるさと水と土基金事業）【農業農村整備】 

○山の幸振興総合対策事業（特用林産物の生産資機材の導入支援）【林振】 

○新たな地域産品の生産支援【林振】 

○特用林産物の普及推進、販売促進【林振】 

○みやぎ型木質バイオマススマートタウン構築事業【林振】 

○森林認証取得等支援事業【林振】 

③ 森林資源の循環利用を通じた森林整備への支援 

○森林経営計画策定・変更及び実行指導【林振】 

○市町村森林整備計画の策定、変更の指導【林振】 

○森林・林業・木材産業グリーン成長総合対策事業（間伐材生産、高性能林業機械の導入支援） 

【林振】 

○森林育成事業【林振】 

○みやぎの豊かな森林づくり支援事業【林振】 

○温暖化防止間伐推進事業【林振】 

○チャレンジ！みやぎ500万本造林事業【林振】 

・造林未済地等への植栽支援や、低コスト再造林の実践提案を行う事業体への支援 

○森林経営管理制度等の推進に向けた市町等への指導【林振】 

○森林環境譲与税を活用した市町等が行う森林整備への支援【林振】 

○環境緑化推進事業（百万本植樹事業）【林振】 

○苗畑生産実態調査、苗畑品評会【林振】 

④ 森林整備を担う森林組合等の機能強化の促進 

    ○森林経営管理市町村支援事業（森林施業プランナー養成）（再掲）【林振】 

○森林組合、生産森林組合への常例検査、許認可指導（再掲）【林振】 

○林業労働力確保促進法に基づく改善計画策定支援（再掲）【林振】 

⑤  農林業及び農山村地域に関する情報発信 

  ○農業改良普及活動や農業振興に関する情報発信（農業改良普及センターだより・みやぎの農業普及現

場（ブログ））【農振】 

○林業に関する活動、施策、技術等のＰＲ（みやぎの林業だより（林業振興課）年３回発行）【林振】 

⑥ 鳥獣被害対策に対する支援と鳥獣の保護管理 

○大河原地域農作物等鳥獣被害対策連携会議の開催【農振】 

○鳥獣被害防止総合支援事業【農振】  

○鳥獣被害防止対策広域連携支援事業【農振】 

○鳥獣被害対策専門指導員等による有害鳥獣捕獲の推進【林振】 

○市町等との連携による鳥獣保護管理業務の推進及び鳥獣保護管理思想の普及啓発【林振】 

○狩猟免許試験及び狩猟免許更新【林振】 

⑦ 森林の多面的機能の維持・保全 

○保安林の伐採、作業行為、林地開発の許可指導【林振】 

○自然公園内の各種作業行為等の許可指導【林振】 

○県有防災林の適正な管理【林振】 
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■ 重点施策３－（４）環境負荷の少ない地域産業システムの確立 

推進方策〔４項目〕  

① 環境と調和した農業生産支援 

○みやぎの環境にやさしい農産物認証・表示制度 【農振】 

○みどりの食料システム戦略推進総合対策【農振】 

・環境負荷低減活動計画の認定（みどり認定） 

○環境保全型農業直接支払交付金（再掲）【農振】 

○家畜排せつ物処理施設の適正管理及び技術支援【家保（畜振）】 

○環境に配慮した畜産経営支援【家保（畜振）】 

○普及指導計画プロジェクト課題（再掲）【農振】 

「仙南たまねぎの環境に配慮した栽培方法による生産拡大」 

② 二酸化炭素吸収促進等に貢献する森林の整備と利用・造成  

○森林育成事業（再掲）【林振】 

○森林・林業・木材産業グリーン成長総合対策事業（間伐材生産、高性能林業機械の導入支援） 

（再掲）【林振】 

○みやぎの豊かな森林づくり支援事業（再掲）【林振】 

○温暖化防止間伐推進事業（再掲）【林振】 

○チャレンジ！みやぎ500万本造林事業（再掲）【林振】 

・造林未済地等への植栽支援や、低コスト再造林の実践提案を行う事業体への支援 

○森林経営管理制度等の推進に向けた市町等への指導（再掲）【林振】 

○森林環境譲与税を活用した市町等が行う森林整備への支援（再掲）【林振】 

○環境緑化推進事業（百万本植樹事業）（再掲）【林振】 

○苗畑生産実態調査、苗畑品評会（再掲）【林振】 

③ 森林病害虫等被害への対応による健全で活力のある森林づくり 

  ○松くい虫被害対策【林振】 

・市町村による森林育成事業（衛生伐） 

・宮城の松林健全化事業（伐倒駆除、樹幹注入） 

○ナラ枯れ等被害対策【林振】 

・ナラ林等保全対策事業（伐倒駆除、立木くん蒸、更新伐、外来カミキリムシ被害対策） 

④ 農林業に親しむ体験学習等の推進・環境教育の推進                                

   ○農業農村が持つ多面的機能の積極的な発信【農業農村整備】 

  ○みやぎの地域資源保全活用支援事業【農業農村整備】 

○２１世紀土地改良区創造運動への支援【農業農村整備】 

・仙南地域の農業農村めぐり 

・田んぼの生き物調査 

○林業教室の受講支援（再掲）【林振】 

○多様な担い手育成事業（再掲）【林振】 

・仙南フォレストクラブのインターンシップ事業などの支援 

・大河原産業高校環境科学科の学生に対する林業体験学習 

○みんなで広げる「木育」活動推進事業【林振】 

 

  



 

17 

 

【基本方針４】安全・安心に暮らせる強くしなやかな地域づくり 

 

■ 重点施策４－（１）大規模化・多様化する災害への対応 

推進方策〔５項目〕  

①  災害等の予防及び産業保安の確保 

    ○採石業者に対する採取計画認可申請の指導・審査及び認可と採石場の立入検査・指導【総務】 

○高圧ガス・液化石油ガス事業等の登録と保安機関の認定及び事業者への立入検査・指導【総務】 

○電気工事業者の届出・通知等の登録と立入検査【総務】 

○農村地域防災減災事業（用排水施設等整備事業）【農業農村整備】 

   ・「村田町（村田地区）」 

  ○農村地域防災減災事業（防災重点農業用ため池緊急整備事業）【農業農村整備】 

   ・「白石市（三沢地区、大鷹沢地区）」、「角田市（内町地区）」、「丸森町（明光４号地区）」 

  ○治山個別施設計画に基づく既存施設の維持管理・機能強化の推進【林振】 

②  災害時における危機管理体制の整備 

    ○災害対策本部大河原地方支部の配備編成【総務】 

○災害対策本部大河原地方支部の初動要員の指定【総務】 

○被災市町への初動派遣職員の指定【総務】 

○防災訓練の実施（市町への初動職員派遣、情報伝達訓練等）【総務】 

○蔵王山火山防災協議会における防災対策等の検討【総務】 

○圏域防災拠点の運用に向けた管内市町と連携しての整備【総務】 

○商工観光産業関連被害状況取りまとめ【地振】 

③  家畜伝染病発生時における防疫体制の整備 

    ○特定家畜伝染病防疫体制整備【地振】 

○家畜伝染病発生時のまん延防止措置（対応）【地振】【家保（畜振）】 

○特定家畜伝染病の情報連絡会議開催【地振】 

○防疫演習等【地振】【家保（畜振）】 

④ 住民の安全を確保する治山施設の整備 

   ○山腹、渓間工事の実施【林振】 

⑤ 各種相談業務の実施 

    ○消費生活・県政・交通事故等の相談対応と情報提供及び啓発【総務】 

○一般旅券の発給【総務】 

○行政文書の開示と行政資料等の情報提供【総務】 

 

  ■ 重点施策 ４－（２） 原発事故被害への対応  

推進方策〔２項目〕  

① 原発事故に対応した食の安全・安心の確保 

    ○農産物放射能対策事業【農振】 

○放射性物質影響調査（原乳等セシウム測定等）【家保（畜振）】 

○給与自粛牧草等処理円滑化事業（牧草吸収抑制等）【家保（畜振）】 

○出荷再開品目の出荷前検査及び定期検査【林振】 

○宮城県放射性物質対処型森林・林業再生総合対策事業【林振】 

○宮城の安全・安心なきのこ、たけのこ、栽培山菜類の栽培・出荷管理に基づく生産者認証登録の指導【林振】 

② 特用林産物や野生鳥獣肉の出荷制限解除に向けた対応（風評被害対応含む） 

  ○原木しいたけ、たけのこ等出荷制限品目の出荷再開に向けた検査【林振】 

○特用林産施設等体制整備事業（安全なきのこ原木の購入支援）【林振】 

○原木きのこ栽培管理マニュアルに基づく栽培管理の推進【林振】 

○野生鳥獣肉の放射性物質モニタリング検査の実施【林振】  



◎主担当部
○関係部

①ものづくり産業の発展を担う人材育成・確保 ◎ 4,10

②ほ場整備を契機とした農地集積・集約化による担い手の確保・育成 ◎ ○ ◎ 3,4,5

③競争力のあるアグリビジネス経営体の育成支援 ○ ◎ ○ ○ 3,4

④地域農業を支える経営意欲の高い担い手の確保・育成に向けた支援 ◎ ◎ 3,4,10

⑤地域林業を支える担い手の確保・育成 ◎ 4,10

①市町等と連携した人口減少対策と地域づくり ◎ ○ ○ ○ ○ 4,10

②地域振興に向けた市町等の取組に対する支援 ○ ◎ ○ ○ ○ ○
新将来ビジョンを支
える基礎的な取組

③地域課題解決に向けた総合的な調整 ◎ ○ ○ ○ ○
新将来ビジョンを支
える基礎的な取組

④企業や地域・ＮＰＯと連携した森林保全活動等への支援 ◎ 15,16

⑤地域農業や農地の適正化に係る農業関連組織等への支援 ◎ 3

①仙南地域が一体となった観光推進施策の展開 ◎ ○ ○ ○ ○ 2,5

②グリーン・ツーリズム等による都市と農山村との交流促進 ○ ◎ ○ ◎ ○ 2,3

①企業との信頼関係の構築に向けた企業訪問等の展開 ◎ ○ ○ ○ ○ 1

②ものづくり企業への支援や各種商工団体との連携を通じた地域商工
　業の活性化

◎ 1,2,4

①「食」のブランド化による付加価値の向上 ◎ ○ ○ ○ ○ 2,3

②農林業と加工流通業・観光関連産業とのビジネスマッチング及び県
　内外への販路拡大に向けた支援

◎ ◎ ○ ○ 2,3

③地産地消の推進による需要創出 ◎ ◎ ○ ○ 3

 新将来ビジョン・
１８の取組

２－（２）仙南の持続的な経済成長を支える企業活動や地域商工業等
　　　　　の活性化

総務 地振 農振
家保

(畜振)
ＮＮ 林振

 新将来ビジョン・
１８の取組

１－（２）市町等とのパートナーシップ構築と地域課題への対応 総務 地振 農振
家保

(畜振)

基本方針２　豊かな資源を活かした観光振興と地域商工業の活性化（３重点施策、７推進方策）

２－（１）仙南が誇る多様な地域資源を活用した観光・交流の推進 総務 地振 農振
家保

(畜振)
ＮＮ 林振

家保
(畜振)

ＮＮ

ＮＮ 林振
 新将来ビジョン・

１８の取組

家保
(畜振)

ＮＮ 林振
 新将来ビジョン・

１８の取組

重点施策の推進方策に基づく令和７年度連携表

基本方針１　人口減少局面に対応した人づくりと地域振興（２重点施策、１０推進方策）

【４基本方針；１１重点施策；４４推進方策】

総務 地振 農振

１－（１）仙南の産業発展を担う多様な人材の確保・育成

２－（３）仙南の大地の恵みを活かした食関連ビジネスの振興や地場
　　　　　産品の販売拡大

林振
 新将来ビジョン・

１８の取組
総務 地振 農振

18



①先進的技術に取り組む経営体の育成・支援 ◎ ○ ○ 3

②肉用牛改良の推進と地域の底力となる畜産生産基盤の強化 ○ ◎ 3

③県産材の流通・需要拡大に向けた木造建築や住宅への支援及び普及
　ＰＲ

◎ 3

④安全で安心できる農畜産物の生産に取り組む経営体の支援 ◎ ◎ 3

①農地・農業用施設等の生産基盤の整備 ◎ 3,5

②農業水利施設等のストックマネジメントの推進 ◎ 3,5

③土地改良区の運営基盤強化に向けた支援 ◎ 3,5

④地域農業の農業構造改革に向けた取組に対する支援 ◎ ○ ○ 3,4,5

⑤林道等路網整備への支援 ◎ 3,5,16

①農業・農村地域の多面的機能の維持・発揮に向けた取組への支援 ◎ ◎ 3,18

②中山間地域等の農山村活性化に向けた支援 ◎ ◎ ◎ 3,16

③森林資源の循環利用を通じた森林整備への支援 ◎ 3,4,15,16

④森林整備を担う森林組合等の機能強化の促進 ◎ 4

⑤農林業及び農山村地域に関する情報発信 ◎ ○ ○ ◎ 2,3,16

⑥鳥獣被害対策に対する支援と鳥獣の保護管理 ◎ ◎ 3,16

⑦森林の多面的機能の維持・保全 ◎ 15,16

①環境と調和した農業生産支援 ◎ ◎ 3

②二酸化炭素吸収促進等に貢献する森林の整備と利用・造成 ◎ 4,15,16

③森林病害虫等被害への対応による健全で活力のある森林づくり ◎ 15

④農林業に親しむ体験学習等の推進・環境教育の推進 ○ ○ ◎ ◎ 3,8,9,16

①災害等の予防及び産業保安の確保 ◎ ○ ○ ◎ ◎ 17

②災害時における危機管理体制の整備 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ 17

③家畜伝染病発生時における防疫体制の整備 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ 17

④住民の安全を確保する治山施設の整備 ◎ 3,16

⑤各種相談業務の実施 ◎ 10,17

①原発事故に対応した食の安全・安心の確保 ◎ ◎ ◎ 取組分野３

②特用林産物や野生鳥獣肉の出荷制限解除に向けた対応（風評被害
  対応含む）

○ ○ ○ ◎ 取組分野３

　

３－（４）環境負荷の少ない地域産業システムの確立 総務 地振 農振
家保

(畜振)

ＮＮ 林振
 新将来ビジョン・

１８の取組

基本方針３　地域の礎である農林畜産業の持続的な発展（４重点施策、２０推進方策）

３－（２）農林業の維持・発展に向けた基盤強化 総務 地振

東日本大震災復興完
了に向けたサポート

ＮＮ 林振

４－（１）大規模化・多様化する災害への対応 総務 地振

３－（１）多様なニーズに応じた仙南地域の多彩な農林畜産物の生産 総務 地振

基本方針４　安全・安心に暮らせる強くしなやかな地域づくり（２重点施策、７推進方策）

農振
家保

(畜振)
林振

 新将来ビジョン・
１８の取組

３－（３）農山村の多面的機能の維持と保全 総務 地振 農振
家保

(畜振)

農振
家保

(畜振)
林振

 新将来ビジョン・
１８の取組

農振
家保

(畜振)

ＮＮ

ＮＮ

ＮＮ 林振
 新将来ビジョン・

１８の取組

ＮＮ 林振
 新将来ビジョン・

１８の取組

４－（２）原発事故被害への対応 総務 地振 農振
家保

(畜振)
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参考資料  

 

【県内・地域内総生産】 （単位：百万円、％）

総生産額 構成比 増減率 総生産額 構成比 増減率 総生産額 構成比 増減率

13,597 2.1 ▲ 2.0 13,120 2.1 ▲ 3.5 11,404 1.6 ▲ 13.1

268,182 42.2 13.3 270,326 43.7 0.8 348,264 49.7 28.8

うち製造業 226,611 35.6 14.4 221,396 35.8 ▲ 2.3 294,483 42.0 33.0

355,540 55.9 0.4 337,804 54.6 ▲ 5.0 341,677 48.8 1.1

635,944 － 5.9 618,811 － ▲ 2.7 700,510 － 13.2

135,393 1.4 0.0 128,097 1.4 ▲ 5.4 111,789 1.2 ▲ 12.7

2,345,357 23.9 8.4 2,376,257 25.1 1.3 2,350,378 24.4 ▲ 1.1

うち製造業 1,545,182 15.7 5.1 1,553,162 16.4 0.5 1,659,670 17.2 6.9

7,353,460 74.9 0.1 7,014,208 74.0 ▲ 4.6 7,198,936 74.6 2.6

9,813,003 － 2.2 9,481,184 － ▲ 3.4 9,649,597 － 1.8

※宮城県の総生産額の合計及び構成比の計算には、この表には記載されていない「輸入品に課される税・関税等」が含まれる。

※令和元年度の増減率は平成30年度比である。

令和元年度 令和２年度 令和３年度

※出典：仙南地域の数値は「宮城県市町村民経済計算」、宮城県の数値は「宮城県民経済計算年報」（いずれも宮城県企画部）による。

仙南地域

第一次産業

第二次産業

第三次産業

合計

宮城県

第一次産業

第二次産業

第三次産業

合計

 

 

【産業別就業人口】 （単位：人、％）

就業人口 構成比 増減率 就業人口 構成比 増減率 就業人口 構成比 増減率

第一次産業 5,958 7.1 ▲ 23.1 5,893 6.9 ▲ 1.1 5,265 6.3 ▲ 10.7

第二次産業 29,585 35.3 ▲ 12.1 30,066 35.0 1.6 28,420 34.0 ▲ 5.5

第三次産業 48,361 57.6 ▲ 5.0 49,978 58.2 3.3 49,910 59.7 ▲ 0.1

合計 83,904 － ▲ 9.1 85,937 － 2.4 83,595 － ▲ 2.7

第一次産業 53,219 5.1 ▲ 22.9 49,321 4.3 ▲ 7.3 47,651 4.0 ▲ 3.4

第二次産業 234,210 22.6 ▲ 10.2 264,307 23.3 12.9 263,229 22.3 ▲ 0.4

第三次産業 746,752 72.2 ▲ 2.5 822,961 72.4 10.2 870,238 73.7 5.7

合計 1,034,181 － ▲ 5.6 1,136,589 － 9.9 1,181,118 － 3.9

※増減率は前回調査比である。

※出典：「国勢調査」（総務省）

宮城県

令和2年平成22年 平成27年

仙南地域

 

 

【人口】 （単位：人、％）

平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和2年 令和6年

人口 197,310 194,884 191,139 183,679 177,192 166,529 157,198

増減率 0.5 ▲ 1.2 ▲ 1.9 ▲ 3.9 ▲ 3.5 ▲ 6.0 ▲ 5.6

人口 2,328,739 2,365,320 2,360,218 2,348,165 2,333,899 2,301,996 2,247,139

増減率 3.3 1.6 ▲ 0.2 ▲ 0.5 ▲ 0.6 ▲ 1.4 ▲ 2.4

※令和2年までの増減率は前回国勢調査比、令和6年増減率は令和2年国勢調査比である。

※出典：平成7年～令和2年「国勢調査」（総務省）、令和6年「宮城県推計人口（年報）」（宮城県企画部統計課）

仙南地域

宮城県
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【市町別人口】 （単位：人、％）

人口 構成比 人口 構成比 人口 構成比

白石市 30,253 ▲ 7.6 32,758 ▲ 7.1 3,303 10.1 17,574 53.6 11,648 35.6

角田市 26,247 ▲ 6.2 27,976 ▲ 7.3 2,910 10.4 14,931 53.4 10,015 35.8

蔵王町 10,663 ▲ 6.6 11,418 ▲ 7.3 1,169 10.2 5,864 51.4 4,367 38.2

七ヶ宿町 1,161 ▲ 8.0 1,262 ▲ 13.6 90 7.1 589 46.7 583 46.2

大河原町 23,351 ▲ 0.9 23,571 ▲ 1.0 3,029 12.9 13,789 58.5 6,520 27.7

村田町 9,909 ▲ 7.1 10,666 ▲ 7.3 1,080 10.1 5,749 53.9 3,784 35.5

柴田町 37,010 ▲ 3.3 38,271 ▲ 3.2 4,368 11.4 22,274 58.2 11,032 28.8

川崎町 7,710 ▲ 7.6 8,345 ▲ 9.0 731 8.8 4,381 52.5 3,210 38.5

丸森町 10,894 ▲ 11.2 12,262 ▲ 12.2 1,061 8.7 5,889 48.0 5,293 43.2

合計 157,198 ▲ 5.6 166,529 ▲ 6.0 17,741 10.7 91,040 54.7 56,452 33.9

宮城県 2,247,139 ▲ 2.4 2,301,996 ▲ 1.4 268,428 11.7 1,346,845 58.5 638,984 27.8

※令和6増減率は令和2年国勢調査比、令和2年増減率は平成27年国勢調査比である。

※出典：令和6年「宮城県推計人口（年報）」（宮城県企画部統計課）、令和2年「国勢調査」（総務省）

令和2年

人口

令和6年

増減率 人口 増減率
15歳未満 15歳～64歳 65歳以上

 

 

【高齢者人口】 （単位：人、％）

一人暮らし数 割合

白石市 30,914 11,761 38.0 16 1,003 8.5

角田市 26,748 10,183 38.1 15 1,988 19.5

蔵王町 10,996 4,431 40.3 8 983 22.2

七ヶ宿町 1,223 548 44.8 1 174 31.8

大河原町 23,414 6,793 29.0 28 1,492 22.0

村田町 9,987 3,871 38.8 14 686 17.7

柴田町 36,462 11,427 31.3 27 2,289 20.0

川崎町 8,020 3,242 40.4 6 645 19.9

丸森町 11,780 5,263 44.7 2 946 18.0

合計 159,544 57,519 36.1 10,206 17.7

宮城県 2,230,658 657,655 29.5 157,439 23.9

※数値は令和6年3月31日現在。

※出典：「宮城県高齢者人口調査」（宮城県保健福祉部長寿社会政策課）

65歳以上人口に占める
総人口

65歳以上
人口

高齢化率
県内高齢化

順位

 

 


